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はじめに 

１ 点検結果報告書作成の経緯・趣旨 

（１）県民会議の役割 

「水源環境保全・再生かながわ県民会議」(以下「県民会議」）は、水源環境保全

税を財源に行う施策に県民意見を反映させるために県が設置した組織。 

一般県民・学識者など30名からなり、「かながわ水源環境保全・再生実行５か年計

画」(以下「５か年計画」)に位置付けられている12の特別対策事業について、実施状

況を点検・評価し、その結果を県民に分かりやすく情報提供する役割を担っている。 

《所掌事項》 

○ 水源環境保全・再生施策の評価及び推進に関すること。 

○ 水源環境保全・再生施策の県民への情報提供に関すること。 

 

（２）経緯・趣旨 

第１期の県民会議委員（任期：平成19～20年度）は、平成21年３月に当該期間を総

括する趣旨で、各特別対策事業とその最終目標である「良質な水の安定的確保」とい

う効果を評価する道筋を「各事業の評価の流れ図（構造図）」として整理して、平成

19年度の事業実績を中心に点検結果報告書（以下「19年度実績版」）を作成した。 

また、第２期の県民会議委員（任期：平成21～23年度）は、平成22年２月に、20年

度の事業実績の更新を中心に中間の報告書（以下「20年度実績版」）を、平成22年12

月に、21年度の事業実績の更新を中心に中間の報告書（以下「21年度実績版」）を作

成した。 

 

２ 今回の点検結果報告書（平成22年度実績版）の作成方針 

今回の点検結果報告書は、前回の21年度実績版と同様に、第２期の県民会議委員の

任期（平成21～23年度）の途中であるため、22年度の事業実績の更新を中心に、中間

の報告書として作成する。 

（１）平成22年度の事業実施状況等の記載 

平成22年度の事業実施状況、進捗状況、予算執行状況等を記載する。 

 

（２）平成22年度の事業に係るモニタリング調査等の記載 

平成22年度の事業に係るモニタリング調査実施状況、モニタリング調査結果を記載

する。 

 

（３）事業モニター結果の記載 

平成22年度中に事業モニターは、特別対策事業（直接的な効果が見込まれる９事

業）を対象に４回実施された。その結果をニュースレター「しずくちゃん便り」から

記載する。 

 

（４）県民フォーラム意見の記載 

平成22年度中に県民フォーラムは、４回実施された。その意見を「第９回・第10

回・第11回・第12回県民フォーラム意見報告書」から記載する。 

 

（５）総括（評価） 

上記の①事業進捗状況、②モニタリング調査結果、③事業モニター結果、④県民フ

ォーラム意見の４つの視点から評価を行い、総括コメントを作成し、点検する。 
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■ 点検結果の見方 
５か年計画に位置付けられている12の特別対策事業ごとに、次の１～11の項目を共通

事項として記述した。 

 

１ ねらい／ ２ 目標／ ３ 事業内容／ ４ 事業費 

５か年計画の各事業の「ねらい」～「事業費」を転記した。 

 

５ 事業実施状況 

整備量など事業量の数値目標のあるものは、事業量の実績を、数値目標のないものは、

事業内容を記載した。 

記載数字はすべて平成19～22年度の実績とした。 

 

６ ５か年計画進捗状況 

整備量などの数値目標のある事業についてのみ、「５か年計画の目標」、「平成19～

22年度の実績」、「平成23年度の計画」を記載し、「目標に対する進捗状況」を帯グラ

フとして示した。 

また、特異な状況を示すものは、その原因等の説明を記載した。 

 

７ 予算執行状況 

「５か年計画における５年間の事業費の新規必要額」、「平成19～22年度の予算執行

実績額」、「平成23年度の予算額」を記載し、「５年間の計画必要額に対する予算執行

状況」を帯グラフとして示した。 

また、特異な状況を示すものは、その原因等の説明を記載した。 

 

８ 事業進捗状況から見た評価 

整備量などの数値目標のある事業について、平成19～22年度の事業量の実績に基づき、

県の総合計画「神奈川力構想」の「戦略プロジェクトの取組み状況の算出方法」を参考

にした評価基準等に基づき、Ａ～Ｄの４つのランクで評価した。 

 

Ａ～Ｄの４つのランク：各事業における「事業進捗状況から見た評価」の基準 

※ 次の基準に基づき、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４つのランクで評価する。 

平成22年度の実績（累計） ランク 

４年間の目標の100％以上 Ａ 

４年間の目標の80％以上100％未満 Ｂ 

４年間の目標の60％以上80％未満 Ｃ 

（１）年度ごとの数値目標を設定している事業

（４①、５④） 

４年間の目標の60％未満 Ｄ 

平成22年度の実績（累計） ランク 

目標の80％以上 Ａ 

目標の64％以上80％未満 Ｂ 

目標の48％以上64％未満 Ｃ 

（２）５年間（平成19～23年度）の数値目標を

設定している事業（１①②、５①②③、６

①②、８、９①②） 

目標の48％未満 Ｄ 
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平成22年度の実績（累計） ランク 

目標の75％以上 Ａ 

目標の60％以上75％未満 Ｂ 

目標の45％以上60％未満 Ｃ 

（３）４年間（平成20～23年度）の数値目標を

設定している事業（２①、３②③④） 

目標の45％未満 Ｄ 

（４）数値目標の設定がない事業（２②③、３①、４②、７①②③④、10、11、12） 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４つのランクでの評価はしない。 

（事業の進捗率によって評価できない上記項目については、実施の有無で評価する。） 

 

９ 事業に係るモニタリング調査実施状況 

各事業の「ねらい」の実現状況を把握するための質的な指標を記載し、その達成度を

見るためのモニタリング調査を記載した。 

個別事業においてモニタリング調査を行っている場合は、その方法、結果を記載し、

行っていないものは考え方を示した。 

また、モニタリング調査方法等について意見のあるものは記載した。 

 

10 事業に係るモニタリング調査結果 

実施したモニタリング調査結果を記載した。 

 

11 県民会議 事業モニター結果 

平成22年度中に事業モニターは、特別対策事業（直接的な効果が見込まれる９事業）

を対象に４回実施された。その結果をニュースレター「しずくちゃん便り」から記載し

た。 

 

12 県民フォーラムにおける県民意見 

平成22年度中に県民フォーラムは、４回実施された。その意見を「第９回・第10回・

第11回・第12回県民フォーラム意見報告書」(平成23年５月県に提出)の中から「意見の

概要」として整理されたものを記載した。 

 

13 総括 

上記の点検結果を踏まえて、各事業の総括コメントを記載した。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各事業の点検結果 


